
平成３０年７月発行（学校便り第130号）

校長 西岡 浩一 （文責:教頭 藤井 浩彦） 御陵中「校訓」

◆「防災訓練」
６月２２日、地震発生時における訓練を実施しまし

た。まずは、ＤＶＤ教材をもとに、地震や津波の恐ろし
さ、事前の対応、災害時の対応について学習しました。
また、御陵中学校における避難経路の確認をしました。
避難訓練では、「地震発生」の放送とともに、机の下

に潜り、地震がおさまるのを待ちました。グラウンドへ
避難する放送が入ると、生徒は、スムーズに避難をする
ことができました。グラウンドでの講評では、次のよう
な話をしました。
①防災・減災と避難訓練の意義について
②自然災害の避難は、「自分の身は自分で守る」という姿勢のもと、臨機応変に対応す
ることの大切さについて

③家族で事前に準備するものや災害時の集合場所や連絡方法について話し合いをしてお
くことの重要性について。

④災害対応には、三助（自助・共助・公助）という考え方があること。特に、共助（た
がいに助け合う）の重要性について

そして、子ども達には、地域コミュニティの中で、地域ボランティアの大きな担い手と
して成長してほしいと伝えました。

◆地域とともに・・・
７月１３日（金）６校時、各地区の区長様、副区長

様にお越しいただき、「地域集会」を実施しました。
全体会では、地域集会の意義、子ども達が地域のボラ
ンティアとして参加する「まどかボランティア活動」
の説明、区長様、副区長様の紹介がありました。その
のち、各地区別に分かれ、区長様、副区長様から、①
地域から見た御陵中学校や生徒の様子、②生徒への願
い、③地区行事の紹介等についてお話をしていただき
ました。各地区の区長様、副区長様からは、「学校に
入ると御陵中の生徒が元気な挨拶をしてくれるのが気
持ちいい」とか、「とても落ち着いている素晴らしい

学校ですね」、「夏祭り等では、みなさんの手伝いがとても重要だし、とても助かってい
る」などと褒めていただきました。また、７月の豪雨時の様子や被害状況の写真をお持ち
いただき、子ども達に防災意識や安全に対する意識を
高めるお話をしてくださった区長様もいらっしゃいま
した。「地域集会」を実施したことで、改めて子ども
達は地域の中で育てていただいてる、見守っていただ
いてることを実感しました。本年度の御陵中学校の教
育目標は、「夢の実現へ向けてやり抜く力と豊かな人
間性を身につけ、地域・社会に貢献する生徒」です。
子ども達が地域と共に育ち、地域に貢献できるような
人に成長していけるよう、学校、家庭、地域が一体と
なり、さらに結びつきを強くしていかなければならな
いと考えています。

御陵の風

９月の主な行事

◆保護者・地域の皆様へ
平成３０年度１学期が終了します。様々な行事、日常の活動等、たくさんのところでご

理解とご協力、ご支援をいただきまして誠にありがとうございました。酷暑が続いており
ますが、子ども達が健康で有意義な夏休みが過ごせるようにお見守りください。２学期も
どうぞ、よろしくお願いいたします。

西日本豪雨を通して
西日本豪雨による被害は、７月１７日正午現在の読売新聞のまとめでは、死者が１３

府県で２１６人、行方不明者は４県で１５人。避難者は広島、岡山両県を中心に１６府

県で４７１２人。最大時、１８道府県約２６万戸に及んだ断水は、多くの地域で解消が

進んでいるが、なお３県の計約１０万３０００戸で続いているとのことです。

７月６日（金）、御陵中学校は臨時休校となり、猛烈な雨と河川の増水や、側溝から

溢れる水に「家は大丈夫だろうか？」と大変不安な時間を各家庭で過ごされたことと思

います。テレビでは、河川が氾濫し家や車が流されたり、土砂崩れで家が押しつぶされ

たり･･･目を疑うような映像が流れてきました。「避難勧告・避難指示」が出され、

「特別警報」が発令されていたにも関わらず、逃げずに犠牲になった方がたくさんおら

れます。「特別警報」は、数十年に一度しかないような災害が予想され、ただちに命を

守るための行動が必要なものなのです。ところが、特別警報を「警報」よりも少し大変

そうなものぐらいでしか捉えなかった、「避難指示」も、「たぶん、大丈夫だろう」と

考えてしまった人がいたということです。私がその場にいたとしても「自分の所は大丈

夫ではないか」と考えてしまっていたかもしれません。ですから、「他人事」ではない

のです。

「未曾有の・・・」という言葉を東日本大震災くらいからよく目にしたり耳にしたり
み ぞ う

するようになってきました。「未曾有」とは、「今まで一度もなかった」、「極めて珍
み ぞ う

しいこと」という意味です。ところが、今まで一度もなかったような災害が日本各地

で、また世界中で起こっています。自分の命を守るためにも「防災意識」「安全意識」

を高め、「共助」「地域コミュニティでの助け合い」など、今まで以上に真剣に考えて

いかなければなりません。すべての人が、いつ起きるか、どこで起きるかわからないと

いう考えのもと、まずは、備えをしっかりとしていきたいものです。

先日の三連休、多くの人が被災地へボランティアに出向き、酷暑の中、人のために一

生懸命作業をされていました。なんて、尊い行動だろうと思います。ボランティアの力

はすごいです。人の力はすごいです。家を無くし、家族を失った方が、命がけで救助に

あたる消防隊員の方に「本当にありがたいです。」と涙を流される映像を見て、何とも

言えない気持ちになりました。こういうことが起きるたびに、自然の怖さ、命の尊さ、

そして、人の温かさ、人々が支え合うことの大切さなど、たくさんのことを学ばせてい

ただきます。

御陵中の生徒会の子ども達は、今週、何か被災地への支援をしたいということで自ら

「募金活動」を始めました。朝、校門で「募金、お願いします！」と元気に呼びかけを

する子ども達を見て、素敵だなぁと心から感心させられます。今回のことから、私たち

一人一人がしっかりと考えていかなければ・・・と感じました。

日 曜 行　事 日 曜 行　事

3 月 始業式 15 土 GORYOマルシェ

4 火 課題テスト 18 火 １５日の振替休日

9 日 ２年生登校日 20 木 代議員認証式

10 月 ２年生修学旅行 22 土 区中体連駅伝大会

11 火 ２年生修学旅行 28 金 中間考査

12 水 ２年生修学旅行 29 土 区中体連新人大会

13 木 振替休日(２年生のみ) 30 日 区中体連新人大会


